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この街にはいろいろな光がある
大きいものから小さいもの、強いものから弱いもの

そんな光の反射角度を変える
私たちだからこそ見える光を発信していきます

りぐる「念をいれる」
時には全力をだして
時には肩の力をぬいて
右に左に傾いて
それでいいんだ
りぐらんと
りぐらんと



未来の海をつくる 
志和地区漁業の現在

海が弱っている？ 

獲らない漁業へ 

藻場はどうやって増やす？ 

『藻場造成』 
①まずはモトとなる藻を志和の海から採取 
②藻はネットに入れ、海中に吊り下げる 
　この藻が胞子を飛ばすことで、周辺の藻場 
　を修復・再生することを目指す 
③定期的に周囲をモニタリングし、今後の活 
　動にフィードバック
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撮影：鶴津



『ウニの駆除』 
漁師たちはさすがの潜水
上手。海の中を自在に潜
り、手早く作業する

ウニを駆除する日 

潜水の現場 

イセエビはどこへ行く？ 

さらにフィン、シュノー
ケル、水中メガネを装着
する

ウニは渡船「くろはえ丸」
の船頭が撒き餌釣りのエ
サとして再利用

ガラスのように透き通っ
て美しいプエルルス

『稚エビの漁礁』 
①漁礁は志和で刈り取った杉の枝を使う 
②幼生が留まりそうなポイントにブイを付け 
　た漁礁を吊るす 
③漁礁も定期的にモニタリング。稚エビだけ 
　ではなく、モイカが卵を産み付けることも
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『志和ふるさとまつり』 
例年、県内外からお客さ
んがつめかける

『志和ふるさとまつり』 
大満足のイセエビ汁！

『 志和ふるさとまつり』 
日　   時　2016年11月27日（日）10:00～ 
会　　場　「志和海岸」四万十町志和 
アクセス　高知自動車道中土佐ICから車で約30分 
　　　　　無料駐車場有 
お問合せ　志和ふるさとまつり実行委員会 
 　　　　　0880-24-0203（高知県漁協志和支所内） 
 ●志和港クルージング（雨天中止） 
 ●餅投げ（13:50頃～）

志和の人々による地産地消の祭典 未来の漁業とは 

『志和藻場を守る会』のみなさん（敬称略） 
手前左から：中野正延、山野上伸一（副代表）、山崎規久夫
（代表）、山野上哲夫、森田健二 
奥側左から：森山雅之、森田祥二、山下きよのり、山野上祥
介、山野上皆生

地元の歴史や話題を盛り込
んだ『志あ和せだより』は
年2回以上の発行。購読料
は送料込みで2年分1,000
円。ご希望の方は下記へ 
〒786-0056 
四万十町志和416 
志和活性化協議会新聞部会
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